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▼
お
さ
ん
ぽ
以
外
の
お
で
か
け
情
報

は
市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
ủ
い
ん
ザ
イ
君

の
部
屋
Ứ
お
で
か
け
情
報
で
確
認
で

き
ま
す
Ố

ừ
ゆ
る
キ
Ỿ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

2
0
1
5
に
参
戦
中
Ử

　
現
在
開
催
中
の
ủ
ゆ
る
キ
Ỿ
ラ
グ

ラ
ン
プ
リ
2
0
1
5
Ứ
に
ỏ
い
ん
ザ

イ
君
も
参
戦
中
Ố
グ
ラ
ン
プ
リ
を
目

指
し
て
が
ん
ば
ỳ
て
い
ま
す
Ố

　
み
な
さ
ん
の
熱
い
一
票
が
ỏ
い
ん

ザ
イ
君
に
栄
冠
を
も
た
ら
す
力
と
な

り
ま
す
Ố

　
ぜ
ひ
ỏ
投
票
に
ご
協
力
く
だ
サ
イ
Ố

胸
投
票
締
め
切
り
ộ
　
月
　
日
俄
・

11

16

午
後
6
時
ま
で
Ố

胸
投
票
方
法
な
ど
ộ
ゆ
る
キ
Ỿ
ラ
グ

ラ
ン
プ
リ
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5
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ホ
ồ
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ジ
ớ
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Ờ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
Ố

■問 
経
済
政
策
課
地
域
資
源
振
興
班

ớ
緯
内
線
3
5
1
・
3
5
2
ỜỐ

雨
水
侵
入
防
止
対
策
に

　
　
　
　
　
　
　
ご
協
力
を
鎧

　
市
の
公
共
下
水
道
は
ỏ
汚
水
は

ủ
汚
水
管
Ứ
で
ỏ
雨
水
は
ủ
雨
水
管

ớ
水
路
な
ど
ỜỨ
で
別
々
に
流
す
ủ
分

流
式
下
水
道
Ứ
で
整
備
し
て
い
ま
す
Ố

い
ん
ザ
イ
君
と

　
　
　
　
出
会
う
チ
Ỿ
ン
ス
外

ừ
お
さ
ん
ぽ
 い
ん
ザ
イ
君
Ử

　
お
な
じ
み
ỏ
印
西
市
の
マ
ス
コ
ỽ

ト
キ
Ỿ
ラ
ク
タ
ồ
ủ
い
ん
ザ
イ
君
Ứ

が
ỏ
毎
月
1
日
に
市
内
を
散
歩
し
ỏ

み
な
さ
ん
と
ふ
れ
あ
う
ミ
ニ
イ
ベ
ン

ト
で
す
Ố
普
段
は
各
イ
ベ
ン
ト
会
場

で
出
会
う
こ
と
が
多
い
ủ
い
ん
ザ
イ

君
ỨỐ
お
さ
ん
ぽ
中
は
ỏ
よ
り
気
軽

に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
チ
Ỿ
ン
ス

で
す
Ố
ぜ
ひ
ỏ
い
ん
ザ
イ
君
に
会
い

に
き
て
く
だ
サ
イ
Ố

■時 
毎
月
1
日
Ố

※
お
さ
ん
ぽ
の
ス
ケ
ジ
ỿ
ồ
ル
は
ỏ

市
ホ
ồ
ム
ペ
ồ
ジ
で
告
知
し
ま
す
Ố

ứ
お
ね
が
い
Ừ

　
1
日
が
土
曜
・
日
曜
日
ỏ
祝
日
の

場
合
は
基
本
的
に
お
休
み
で
す
Ố

▼
雨
の
日
な
ど
の
お
さ
ん
ぽ
は
ỏ
い

ん
ザ
イ
君
が
風
邪
を
ひ
い
て
し
ま
う

の
で
お
休
み
し
ま
す
Ố

▼
都
合
に
よ
り
ỏ
予
定
の
変
更
や
お

休
み
に
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
Ố

汚
水
と
雨
水
は
一
緒
に
流
せ
ま
せ
ん
Ố

雨
の
日
は
ỏ
晴
れ
の
日
に
比
べ
2
倍

以
上
の
汚
水
が
終
末
処
理
場
に
流
れ

込
む
こ
と
が
あ
り
ỏ
処
理
場
へ
の
負

荷
が
増
大
し
て
お
り
処
理
費
用
も
増

加
し
て
い
ま
す
Ố

　
こ
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
ỏ
家
の
屋

根
や
庭
に
降
ỳ
た
雨
水
が
誤
ỳ
て

ủ
汚
水
管
Ứ
に
接
続
さ
れ
て
い
る
こ

と
ớ
誤
接
続
な
ど
Ờ
が
考
え
ら
れ
ま

す
Ố
誤
ỳ
て
接
続
さ
れ
て
い
た
場
合

は
早
急
に
改
善
し
て
く
だ
さ
い
Ố

　
ま
た
ỏ
宅
地
内
や
道
路
に
溜
ま
ỳ

た
雨
水
を
流
す
た
め
に
ỏ
汚
水
ま
す

や
マ
ン
ホ
ồ
ル
を
開
け
る
こ
と
も
ỏ

ト
イ
レ
が
使
え
な
く
な
ỳ
た
り
ỏ
マ

ン
ホ
ồ
ル
か
ら
汚
水
が
噴
き
出
し
た

り
す
る
な
ど
ỏ
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
り
非
常
に
危
険
で
す
Ố

絶
対
に
開
け
な
い
で
く
だ
さ
い
Ố

■問 
下
水
道
課
工
務
管
理
班
ớ
緯
内
線

7
8
6
・
7
8
7
ỜỐ

人
権
を
侵
害
さ
れ
た
ら

　
い
じ
め
ỏ
体
罰
を
受
け
た
Ố
暴

行
・
虐
待
を
受
け
た
Ố
差
別
を
受
け

た
Ố
名
誉
棄
損
ỏ
プ
ラ
イ
バ
シ
ồ
侵

害
を
受
け
た
Ố
セ
ク
シ
Ỿ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
Ố
イ
ン
タ
ồ

ネ
ỽ
ト
上
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ồ
を
侵
害

さ
れ
た
な
ど
ỏ
人
権
を
侵
害
さ
れ
た

ら
お
気
軽
に
左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
Ố

臼
み
ん
な
の
人
権
1
1
0
番
ớ
緯
0

5
7
0
Ổ
0
0
3
Ổ
1
1
0
ỜỐ

渦
子
ど
も
の
人
権
1
1
0
番
ớ
緯
0

1
2
0
Ổ
0
0
7
Ổ
1
1
0
ỜỐ

嘘
　
時
間
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル

24
ớ
緯
0
5
7
0
Ổ
0
Ổ
7
8
3
1
0
ỜỐ

唄
女
性
の
人
権
ホ
ỽ
ト
ラ
イ
ン
ớ
緯

0
5
7
0
Ổ
0
7
0
Ổ
8
1
0
ỜỐ

※
臼
嘘
唄
全
国
共
通
・
通
話
料
が
か

か
り
ま
す
ỏ
渦
全
国
共
通
・
通
話
料

無
料
Ố

■問 
佐
倉
法
務
局
ớ
緯
0
4
3
Ổ
4
8

4
Ổ
1
2
2
2
ỜỐ

そ
の
ほ
か

（5）平成27年（2015）9月15日号

9/21俄～9/30我・秋の全国交通安全運動
9/30我・交通事故死ゼロを目指す日

～外出は　明るい笑顔と 反射材～
　日没の早まる秋口は、夕暮れ時や夜間の交通事故に気
を付けましょう。
　夕暮れ時や夜間に外出するときは、明るい服装や反射
材を身につけ、暗がりでも目につくようにしましょう。

【運動の重点目標】
臼子どもと高齢者の交通事故防止。
渦夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故防止。
嘘後部座席を含めた全ての座席のシートベルトとチャイ
　ルドシートの正しい着用の徹底。
唄飲酒運転の根絶。

怯交通安全イベントを開催
　交通安全運動出動式、交通安全パレード、コンサート
（千葉県警察音楽隊）などを行います。
■時 9月１７日牙・午後２時～。
■場 イオンモール千葉ニュータウンコスモス広場。

猿
第
5
回
友
遊
会
踊
り
の
集
い

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
開
演
Ố

27

11

■場 
文
化
ホ
ồ
ル
ớ
大
森
ỜỐ

■費 
無
料
Ố

■他 
先
着
2
5
0
人
に
お
弁
当
を
差
し

上
げ
ま
す
Ố

■問 
友
遊
会
会
長
・
関
戸
月
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ớ
緯
碓46 

1
4
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猿
第
　
回
い
ん
ば
祭
り

35

　
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
発
表
し
ỏ

地
域
の
み
な
さ
ん
と
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
Ỷ
う
Ố
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月
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臥
・
午
前
9
時
　
分
Ỗ
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午
後
1
時
　
分
Ố

45

■場 
印
旛
特
別
支
援
学
校
ớ
平
賀
ỜỐ

■内 
い
ん
ば
ち
Ỵ
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の
う
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ớ
遊
び

場
Ờỏ
作
品
展
示
ỏ
作
業
製
品
販
売
ỏ

P
T
A
バ
ザ
ồ
な
ど
Ố

■問 
印
旛
特
別
支
援
学
校
ớ
緯
碓98 
2
2

0
0
ỜỐ

猿
印
西
女
声
合
唱
団
演
奏
会

　
懐
か
し
い
合
唱
曲
・
み
な
さ
ん
ご

存
じ
の
ポ
ỽ
プ
ス
な
ど
楽
し
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
Ố

■時 
　
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
Ỗ
Ố

10

17

■場 
文
化
ホ
ồ
ル
ớ
大
森
ỜỐ

■費 
無
料
Ố
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島
田
ớ
緯
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2
3
8
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Ờ・
牛
尼

ớ
緯
碓46 
4
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6
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ỜỐ

猿
小
林
洋
画
ク
ラ
ブ
作
品
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9
月
　
日
蚊
Ỗ
　
日
我
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午
前
9

20

30

時
Ỗ
午
後
5
時
ớ
最
終
日
は
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午
ま

で
ỜỐ

■場 
文
化
ホ
ồ
ル
ớ
大
森
ỜỐ

■問 
鈴
木
ớ
緯
碓97 
5
3
6
5
ỜỐ

猿
下
総
航
空
基
地
開
設
記
念
行
事

　
記
念
式
典
ỏ
航
空
機
展
示
ỏ
各
種

イ
ベ
ン
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が
盛
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く
さ
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で
す
Ố
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Ố
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航
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ỳ
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9
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日
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2
時
Ỗ
4
時
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ớ
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後
1
時
　
分
Ỗ
ỜỐ
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文
化
ホ
ồ
ル
ớ
大
森
ỜỐ

噛
講
師
ộ
内
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美
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子
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ớ
あ
お
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セ
レ
モ
ニ
ồ
ỜỐ
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人
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5
0
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参
加
費
ỜỐ
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当
日
会
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受
け
付
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先
着
順
ỜỐ
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エ
ン
デ
ỹ
ン
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サ
ポ
ồ
ト
風
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喜
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ớ
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2
Ổ
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1
8
・
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猿
中
国
語
会
話
サ
ồ
ク
ル
会
員

募
集
　
楽
し
く
勉
強
す
る
仲
間
集
ま
れ
Ố

■時 
毎
週
金
曜
日
・
午
後
2
時
Ỗ
4
時
Ố

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館ớ
中
央
南
ỜỐ

噛
講
師
ộ
 陳
燕
玲
 Ố

ち
ん
え
い
れ
い

■内 
日
本
語
も
で
き
る
講
師
と
身
近
な

話
題
で
楽
し
く
会
話
練
習
Ố

■対 
中
国
語
の
学
習
経
験
が
あ
る
人
Ố

■定 
若
干
名
Ố

■費 
3
街
2
0
0
円
ớ
月
額
ỜỐ

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
へ
Ố

■問 
髙
橋
ớ
緯
碓98 
2
0
4
8
ỜỐ

※
電
話
は
午
後
7
時
以
降
Ố

猿
県
立
北
総
花
の
丘
公
園

ừ
花
と
緑
の
フ
ỻ
ス
テ
ỹ
バ
ル
Ử

■時 
　
月
　
日
臥
ỏ　
日
蚊
・
午
前
　

10

10

11

10

時
Ỗ
午
後
3
時
Ố

■内 
雑
貨
ỏ
野
菜
ỏ
パ
ン
な
ど
ỏ
手
作

り
の
作
家
さ
ん
の
お
店
が
大
集
合
Ố

ừ
コ
ン
サ
ồ
ト
Ử

■時 
　
月
　
日
臥
・
臼
午
後
1
時
Ỗ
1

10

10

時
　
分
Ố　
日
蚊
・
渦
午
後
1
時
Ỗ

50

11

1
時
　
分
ỏ
嘘
午
後
1
時
　
分
Ỗ
2

30

45

時
　
分
Ố

45
■内 
出
演
ộ
臼
北
沢
健ủ
北
沢
健
ラ
イ

ブ
・
ス
テ
ồ
ジ
が
道
標
Ứỏ
渦H

o
n
e

y
h
o
t

ủ
秋
の
空
と
ア
コ
ồ
ス
テ
ỹ
ỽ

ク
ジ
Ỿ
ズ
Ứỏ
嘘
あ
す
な
ろủ
仲
秋
の

午
後
ỏハ
ồ
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ồ
ト
ỨỐ

■問 
県
立
花
の
丘
公
園
管
理
事
務
所

ớ
緯
碓47 
4
0
3
0
ỜỐ

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　印西地区消防組合消防本部では7月
14、21、23日の3日間を通して、千葉
県警察本部警備部第三機動隊と大規模
災害時はもとより、平時からの連携強化
を目的として救助用ロープを使用した
合同訓練を実施しました。
　訓練は消防、警察合わせて約50人が
参加し、伸びない性質をもつ救助用ロー
プ『スタティックロープ』の使い方を総
点検しました。この訓練は、資器材の取り扱いや負傷者の救出方法などについて、
協力して技術を磨きました。
　救助用ロープは使用方法を誤ると重大な事故につながる恐れもあります。
消防組合消防本部では安全な活動の徹底とさらなる技術向上に努め、有事の際の
大きな力となれるように、今後も訓練を続けて行きます。
■問 印西西消防署救助係（緯碓47 0119）。

スタティックロープで訓練する様スタティックロープで訓練する様子子
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ごみの分別大事典シリーズH27－欝

紙類のリサイクルを進めよ紙類のリサイクルを進めようう鎧鎧
　クリーンセンターで焼却されているごみには資源物が26％含まれ、そのうちの
半分は「紙類」です。「紙類」は「新聞（折り込みチラシを含む）」、「雑誌」、「ダンボー
ル」、「紙パック」、「雑がみ」の５つに分類され、「資源物」として排出することで、古
紙として再生利用できます。今回はこの中の「雑がみ」についてお伝えします。
【「雑がみ」とは】　パンフレット、ノート、カレンダー、コピー紙、封筒、トイレッ
トペーパーやラップの芯、アイスなどの紙カップ、シュレッダーにかけた紙など
古紙として再生利用できる細かな紙類です。
【出し方】　「雑がみ」は、大きさもさまざまで小さいものが多く、バラバラになり
がちですので、不要な紙袋や封筒などの中にまとめ、ヒモで十字にしばって出して
ください。なお、大きい「雑がみ」は、重ねてヒモで十字にしばって出すことも可能
です（ビニール、セロハン、金具などがついている場合は取り外してください）。
【古紙として再生利用できない紙】
　「燃やすごみ」として排出するもの…汚れた紙、食品残さ物のついた紙、写真、ア
ルバム、圧着はがき、においのついた紙、カップラーメンの紙容器（紙マークがあっ
ても不可）。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38２）。


